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第 7 章 新生代第三紀（6500 万年前～260 万年前） 

 新生代は、古生代・中生代・新生代と分かれる地質時代の大きな区分の一つであり、恐竜

が絶滅してから現代に至るまでの時代です。 

新生代第 3 紀の語源は、かつて、地質時代を大きく第一紀（現在の古生代）、第二紀（現在

の中生代）、第三紀（のちに古第三紀と新第三紀に分割されました）、第四紀に分けたことに

由来しています。 

国際地質科学連合（IUGS)では、人類の誕生が 600 万年前とも 500 万年前ともされるよう

になったことなど、従来の時代区分が合わなくなり改定されました（以下は 2015 年版で

す）。従来、第三紀（6500～180 万年前）、第四紀（180 万年前～現代）となっていましたが、

改定され第四紀の始まりが 180 万年前から 258 万年前に変更されました。 

そこで新生代は以下のように区分されています。 

古第三紀 暁
ぎょう

新世
しんせい

  6600～5600 万年前 

     始
し

新世
しんせい

   5600～3390 万年前 

漸
ぜん

新世
しんせい

   3390～2303 万年前 

新第三紀 中新
ちゅうしん

世
せい

  2303～533 万 3000 年前 

     鮮
せん

新世
しんせい

   533 万 3000 年～258 万年前 

第四紀  更新
こうしん

世
せい

   258～1 万 1700 年前 

     完
かん

新世
しんせい

   1 万 1700 年前から現在まで（近未来も含む） 

ここでは、新生代第三紀（6600～258 万年）を第 7 章に、新生代第四紀（258～1 万 1700

年前）を第 8 章に記すことにします。 

 

【７－１】哺乳類時代の到来 

◇大量生物絶滅事件からの回復 

 6600 万年前の巨大隕石の落下によって起こった中生代-新生代境界（K-Pg 境界）におけ

る大量生物絶滅事件は、恐竜など多くの生物種がほぼいっせいに絶滅しましたが、回復にか

かった時間は、数万～数十万年かかったと考えられています。 

新生代に入ると、この大絶滅を乗り越えて生き残った動植物は変化と多様化を繰り返して

回復していきました。海の中では生物はやがて勢いを盛り返し、現在に近い姿が見え始めま

した。硬骨魚類とサメ類が支配権を握り、陸から海に進出したクジラ類も姿を現しました。 

陸上の生物はさらに勢いよく成長しました。ヘビやトカゲなどの爬虫類は生き残りました

が、恐竜が絶滅した時点で、それらが占めていたニッチ（生態系地位）はすべて空いた状態

となりました。その好機を利用できる立場にあったのは、恒温
こうおん

動物
どうぶつ

の鳥類と哺乳類であった

はずです。 

大量絶滅を生き延びた哺乳類は、ネズミのような姿で体重 600 グラムに満たない小型種だ

けでした。大量絶滅の後、哺乳類はどのように姿を変えていったのかが、注目されていまし

たが、2016 年、アメリカ・コロラド州のコロラドスプリングス近郊にあるコラールブラフ
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スという化石産地から、6600 万年前の巨大隕石衝突の約 10 万年前から約 100 万年後まで

の地層が発見され、多くの哺乳類の化石が発見されました。 

第 7-1 図のように、隕石衝突から約 10 万年を過ぎたころから、推定体重が数キロはあるロ

クソロフスなどが登場し、30 万年後には約 25 キロのカルシオプトウクス、さらに約 34 キ

ロのタエニオラビス、そして 70 万年後には 50 キロに近いエオコノドンが出現しました。

体重 25 キロや 50 キロといえば、それぞれビーバーやカピバラくらいのイメージです。 

第 7-1 図 大量絶滅からの回復 

 

 この地層からは、6000 点を超す植物化石も見つかっており、隕石衝突後に植物が多様性

を取り戻していった道筋もみえてきました。最初の数万年間は、シダ植物とヤシなどの仲間

が主体だったようです。約 10 万年を過ぎると、被子植物の中でも栄養豊かな果実をつける

クルミの仲間が増え、約 70 万年後には、タンパク質を多く含むマメ科植物が初めて登場す

るなどの変化が起きていました。 

従来の説では、隕石衝突後の回復には時間がかかり、数百万年間はきちんとした化石が出な
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くてもおかしくないと思われていました。それが、わずか 100 万年で大きく回復した様子

がわかりました。 

《恐竜から恐鳥類の時代へ》 

恐竜絶滅後の新生代において、哺乳類のほうはトガリネズミ大からは大きくなりましたが、

子イヌやカピバラ程度の大きさのままでした。そうなると、同じ恒温動物である恐竜の末裔
まつえい

である鳥類が有利になりました。 

巨体を手に入れ大型動物としてのニッチを埋めたのは、鳥類の中の恐鳥類といわれもので、

カモ類に近いとされるガストルニス科のディアトリマ、ノガンモドキ類に属するフォルス

ラコスなどでした（図 7－2 参照）。ディアトリマはアメリカで活動をはじめましたが、南

米ではファルスラコスがいました。 

図 7－2 恐鳥類 

 

                                      

日本放送出版協会『地球大進化５』 

新生代の初期、暁新世においての恐鳥類は、ツルガイ海峡（図７−3 参照。現在の中央アジ

アにあたる部分でユーラシア大陸を二分していた海峡）でヨーロッパとも隔絶していたア

ジアを除く（アジアには生存していた化石証拠はありません）全大陸で繁栄し、小型動物が

中心だった哺乳類を主な餌としていました。 

ジュラ紀や白亜紀の原始的な鳥類は前肢に指を持ち、顎に歯が生えているものが多かった

のですが、彼らは全て恐竜とともに絶滅しました。生き残った鳥類のグループ（真鳥類）は

進化の結果、既に高度な飛翔能力を持つための適応を遂げていたため、祖先が備えていた前

肢の機能や顎の歯を失っていました。 

地上に降りた恐鳥類のディアトリマは、恐竜の末裔
まつえい

でしかも高度な恒温システムをもって

おり、即戦力があり、天敵の少ない地上で、餌も豊富に手に入れることができ、非常に短期

間で、おそらく数百万年のあいだに、体高 2 メートル、体重は 200 キログラム以上、最大

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%83%83%E3%83%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AB%E3%83%8B%E3%82%B9%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8E%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%83%A2%E3%83%89%E3%82%AD%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%AB%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%82%B3%E3%82%B9%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%AB%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%82%B3%E3%82%B9%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E7%94%9F%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9A%81%E6%96%B0%E4%B8%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A8%E3%83%BC%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%93%BA%E4%B9%B3%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%A9%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E4%BA%9C%E7%B4%80
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で 500 キログラム程に巨大化しました。頭骨の長さは 40 センチ以上もあり、失われた歯は

猛禽類のような鉤型
かぎがた

の鋭い 嘴
くちばし

により補っていました。 

ディアトリマは茂みや樹木の陰にじっと潜んでいて、獲物を見つけると、走って追いかけ、

その太い発達した足で獲物を蹴飛
け と

ばして転がし、すかさず巨大なくちばしでとどめを刺し

たようです。哺乳類にとって引き続き恐鳥類に脅
おびや

かされる苦難の時代が続くことになりま

した。このように恐竜のあとは、世界中で肉食性の巨鳥が生態系の頂点に立ちました。 

こうして、ディアトリマは、新生代の暁新世（6500～5600 万年前）から始新世（5600～3400

万年前）にかけて、祖先の小型獣脚類（恐竜）と酷似した生態を確立し、「巨鳥の時代」を

つくりました。 

◇新生代前半の地球温暖化 

図７−3 に 5500 万年前の世界を示します。おおまかに見れば、現在の私たちが見慣れてい

る大陸配置に近くなってきていますが、それぞれの大陸が、超大陸パンゲアから分裂してま

だ分散途上であり、また、温暖化のため海進が進んでいて、今よりバラバラで各大陸が孤立

している感じがします。 

図７−3 では、まだ北アメリカとヨーロッパとはつながっていますが、5500 万年前ごろ、大

西洋中央海嶺からマグマが噴き上がり、激しい火山活動が起こり、グリーンランドがスカン

ジナビアから切り離され、真ん中にアイスランドが生まれました（現在もアイスランドの下

にはホットスポットがあります）。 

この海域の海底から、1997 年、北西大西洋の深海底掘削と深海底堆積物コアの回収によっ

て、メタンハイドレート爆発の直径 1 キロから 5 キロにもなる巨大な噴火口の跡が 800 個

も見つかり、これによって 5500 万年前頃の火山活動の実態がわかりました。 

図７−3 5500 年前の大陸配置 

 

                        日本放送出版協会『地球大進化５』 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8C%9B%E7%A6%BD%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E7%94%9F%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9A%81%E6%96%B0%E4%B8%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A7%8B%E6%96%B0%E4%B8%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8D%A3%E8%84%9A%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%81%90%E7%AB%9C
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それによると、スカンジナビア半島とグリーンランドの間でホットプルームの上昇で大地

が分裂を始めましたが、このホットプルームで地表近くに 1000 度 C 近くにもなるマグマ

が生成されました。このマグマの熱にさらされ、海底の有機物の中に含まれていたメタンハ

イドレートが爆発的な反応を起こし、海底を突き破り、巨大な噴出口を通って海中へ、そし

て大気中へと大量のメタンガスが放出されました。この温暖化によって底生
ていせい

有孔虫
ゆうこうちゅう

の絶滅

が起こりました。 

この時放出されたメタンガスの量は 2 万年間で 300～2700 ギガトン（3000 億トン～2 兆

7000 億トン。1 ギガトン＝10 億トン）にのぼると推測さています。この大量のメタンガス

は急激な地球温暖化をもたらしました。その結果、5500 万年前には、地表と深層海水の温

度がともに 5～７度上昇しました。この地球温暖化は、地球の平均気温を 10～20 度 C も押

し上げるほど急激なものでした。 

このため、新生代前半の地球は非常に高い気温と湿度でした。熱帯と亜熱帯が地球の高緯度

の地域にも広がる異常な熱さでした。 

◇哺乳類時代が到来 

この時代、図 7-3 のようにツルガイ海峡でヨーロッパから隔てられていたアジアだけが孤

立していて、ここにはディアトリマなどの巨鳥はいなかったので、哺乳類の適応放散の現象

（単一の祖先から多様な形質の子孫が出現する現象）が急速に起こりました。 

そのような哺乳類の適応放散のなかに、アジアに出現したヒアエノドン（図 7-4 参照）とい

われる肉食動物がいました。ヒアエノドンは肉歯目に属していて約 5,500 万年前から約 800

万年前にかけて長期に生息しました。 

図 7-4 ヒアエノドン 

 

ヒアエノドンの体長はおよそ 50 センチであまり大きくはありませんでしたが、動きのすば

やさを最大の特徴としていました。ヒアエノドンの足の関節はきれいな球形になっていて、

どの方向にも自由自在に折れ曲がる柔軟ですばやい動きや走りを可能にしました。現生で

は、球形の関節は多くの哺乳類がもっていますが、ヒアエノドンこそ、この球形の関節を初
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めて獲得した動物でした。 

また、ヒアエノドンは哺乳類の世界で初めて、獲物を追いかけて捕食するという新しい狩り

のスタイルを（現生動物ではハイエナやオオカミのタイプ）を誕生させ、動きのすばやさ、

4 本の犬歯に加えて、8 本の歯が牙のように鋭く発達し、合計 12 本の牙状の歯をもってい

ました。さらにハイエナのように群れを組み、集団で獲物を襲うという狩りのスタイルを最

初に完成させたのもヒアエノドンであったといわれています。 

このヒアエノドンは哺乳類の中で、最初に大繁栄した肉食獣のグループであり、その繁栄は

4000 万年以上続いたので、哺乳類のなかで、最も長く繁栄した肉食獣だったといえます。 

前述したように 5500 万年前頃からはじまった温暖化は、氷で閉ざされていたベーリング陸

橋のあたりも突然、亜熱帯の樹木が生い茂る場所に変貌させ、ヒアエノドンが北アメリカへ

進出するきっかけとなりました。北アメリカに渡ったヒアエノドンは、競合者の多かったア

ジアでもまれていたので北アメリカでは向かうところ敵なしでした。 

ヒアエノドンの群れがディアトリマの姿を捕らえるのに時間はかかりませんでした。圧倒

的な速さで走るヒアエノドンの群れにディアトリマはあっという間に追いつかれ、取り囲

まれてしまいました。群れは次々とディアトリマの足に噛み付いていきました。ついにディ

アトリマは力尽き、倒れこんでしまいました。体は小さいながらも、すばやい攻撃とチーム

プレーによって、ヒアエノドンは確実にディアトリマを追い詰めていきました。 

4000 万年前を最後に、ディアトリマの化石が見つかることはありません。こうして巨鳥の

時代は終わりを告げ、アジアに端を発する本格的な哺乳類の時代が幕を開けました。ヒアエ

ノドンは北アメリカにいた原始的な哺乳類の多くも絶滅させてしまいました。 

始
し

新世
しんせい

（5600～3400 万年前）になりますと、このように哺乳類が適応放散を遂げ、肉歯類、

無肉歯類といった原始的な大型肉食性哺乳類や、現在にもつながる奇蹄類や偶蹄類などと

いった植物食性大型哺乳類が現れ、目覚ましい発展を遂げていきました。恐鳥類はこうした

哺乳類の急速な適応放散による生存競争や生態系の激しい変化に適応できず、やがて多く

が絶滅していきました。 

しかし、図 7-3 のように、海によって他の大陸から隔絶されていた南米大陸においては、恐

鳥類のフォルスラコスは、6200 万年前から 180 万年前にかけて南アメリカ大陸に生息し、

当時の頂点捕食者の中では最大の生物でした。フォルスラコスの背丈は 1～3 メートルで、

柔軟で発達した首を持ち、重い頭部と斧のような 嘴
くちばし

を最大限まで首を伸ばして下方へ攻撃

すると、獲物に深刻なダメージを与えることができたと考えられています。 

このように南米では、フォルスラコス類がティラコスミルス（長大なサーベル牙を持つ）の

ような肉食性有袋類とともに長期間にわたって生態系の頂点に立ち、独自の進化を続け、繁

栄していました。進化した有力な肉食性哺乳類が孤立した南米に進出できなかったためと

思われます。 

その後、フォルスラコス類の最大の種はティタニスで、パナマ地峡の形成に伴ってアメリカ

大陸間大交差（南北アメリカが繋がって南北の動物が相互に移動したこと）の最中に唯一北

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%82%89%E6%AD%AF%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%84%A1%E8%82%89%E6%AD%AF%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%87%E8%B9%84%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%81%B6%E8%B9%84%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E7%B1%B3%E5%A4%A7%E9%99%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%A4%A7%E9%99%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%82%E7%82%B9%E6%8D%95%E9%A3%9F%E8%80%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%A9%E3%82%B3%E3%82%B9%E3%83%9F%E3%83%AB%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%89%E8%A2%8B%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%BF%E3%83%8B%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%8A%E3%83%9E%E5%9C%B0%E5%B3%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%A4%A7%E9%99%B8%E9%96%93%E5%A4%A7%E4%BA%A4%E5%B7%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%A4%A7%E9%99%B8%E9%96%93%E5%A4%A7%E4%BA%A4%E5%B7%AE
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アメリカ大陸へ進出し、約 490 万年前から 180 万年前の絶滅までの 310 万年間にわたって

北アメリカで繁栄しました。アメリカ合衆国テキサス州およびフロリダ州から化石が出土

しています。しかし、ネコ科、イヌ科に代表される本格的な食肉哺乳類との競争にさらされ

南米の恐鳥類や肉食性有袋類は絶滅してしまいました。 

《新生代初期（4700 万年前）の哺乳類》 

新生代に入ってから 1800 万年たっていましたが、そのころの生態系の姿を総合的に伝える

ものとして、ドイツのフランクフルトから南へ 30 キロメートルに位置するメッセル・ピッ

ト（採掘場）があります。ここは新生代の 4700 万年前には湖だった地域で、ここで発掘さ

れた植物、脊椎動物、無脊椎動物の化石は、その地質学的・古生物学的な重要性から、1995

年にユネスコの世界自然遺産に登録されています。 

このメッセル・ピット遺跡は、（当時、10 度だけ南に位置していました）熱帯性と温帯性の

植物が混在しており、この植物相と湿潤な気候が昆虫を育て、さらに食虫性のアリクイ類や

ハリネズミ類を繁栄させ、それがまた、肉食動物の大ヘビ類、大ワニのアジアトスクスを出

現させたというように、すでに新生代初期の食物連鎖のシステムができあがっていました。

ここでは、4700 万年前の発展途上の哺乳類の様子もよくわかります。 

メッセルで発見された哺乳類の化石が占める割合は脊椎動物の 2～3％に過ぎませんが、そ

れでも 13 目 35 種ありました。13 目すべての類縁種が現在まで存続していて、大きさは異

なりますが、すでに見慣れた姿をしていました。 

哺乳類は 6600 万年前のトガリネズミの様態からいっせいに多様化しはじめ、4700 万年前

には、体長 1 メートルにもなるアイルラヴスなどのげっ歯類、食虫類の代表トガリネズミ

の仲間、針をそなえたハリネズミの仲間、パレオキロプテリクスという名の華奢
きゃしゃ

なコウモリ

などが出てきました。絶滅種にはネコくらいの大きさの肉食動物もいました。もう一つの肉

食動物はライオン、クマ、アザラシの共通祖先に近い位置にある原始的な種類でした。 

 センザンコウは 4700 万年前も現生種と似たり寄ったりで、全身を強固な装甲と三角形の

鱗
うろこ

でおおい、アリやシロアリを食べるために特殊化させた形状の口をしていました。もう

一種類のアリ食の動物であるアリクイの仲間も出てきました。センザンコウもアリクイも

孤立状態にあった南アメリカで進化したグループであると考えられていましたが、新生代

初期には現在のドイツにも棲
す

んでいたということになり、かつて考えられていた以上にア

リもそれを食べる動物も広く一般にすんでいたようです。 

蹄
ひづめ

をもつ哺乳類としては、小型のウマ類である 50 センチぐらいのプロパレオテリウムの

完全な化石が見つかっています。それもテリア犬くらいの大きさの種とシェパード犬くら

いの大きさの種の 2 種類でした。足はまだ 1 本指にはなっていませんでした。 

バクやサイはウマ類の遠い親戚であり、メッセル化石層からはその原始的な仲間が見つか

りました。蹄が二つに割れている偶
ぐう

蹄類
ているい

としては、ウシ、ヤギ、ラクダ、ヒツジ、ブタ、シ

カなどがいますが、メッセルでは、このグループの代表としては、林床で採食していたシカ

の祖先に近い動物が見つかりました。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%82%AD%E3%82%B5%E3%82%B9%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%AD%E3%83%AA%E3%83%80%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8D%E3%82%B3%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%8C%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A3%9F%E8%82%89%E7%9B%AE
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二つの眼が顔の正面についている小さなキツネザルに似た動物も茂みの中に潜んでいまし

た。キツネザル類は霊長類
れいちょうるい

（サル類）であり、これは将来の類人猿や人類も含まれるグル

ープの原始的なメンバーであり、確かに私たちのご先祖さまがもう出現していたことがわ

かりました。この霊長類については、1982 年にメッセル・ピットで発見され、透明な樹脂

加工がほどこされた化石が、2006 年に原猿類と真猿類（後述します）をつなぐミッシング

リンクであることがわかり、大いに注目されました。 

体長 25 センチの有袋類のフクロギツネ、10 センチの有袋類のペラデクテスの化石が発見

されました。ペラデクテスが所属するオポッサム科は白亜紀の末に出現した現生の哺乳類

の中で最古の科でした。このように有袋類は、始新世（5500～3800 年前）の時代には哺乳

類（真獣類）と共生していて、まだ広く分布していたことがわかりました。やがて、オース

トラリアと南アメリカに限られるようになりました。 

メッセル・ピットからは、その他にも魚類、両生類、爬虫類、鳥類、甲殻類などの多様な化

石が出ていますが、ここでは省略します。 

このように、メッセル化石生物群を見ると、4700 万年前の新生代初期の生態系がきわめて

多様な生物であふれていたことがわかります。 

白亜紀の哺乳類の分岐で述べましたように、遺伝子分析によると哺乳類はすでに 1 億年前

ぐらいからいくつかの系統に分岐したことは述べましたが、形態的にはあまり変るところ

がなく、みな、齧
げっ

歯類
し る い

、イタチ、オポッサム（フクロネズミ）など一言とでいうと、｢とり

たてて変ったことがない｣というのが、6600 万年前の哺乳類の特徴でした。平凡で特殊化し

ていませんでした。しかし、それはいろいろな方面に発展する可能性があったということで

す。 

6600 万年前がスタート点でしたが（みんなネズミ程度）、4700 年前の生態系をそのまま残

していたメッセル・ピット（採掘場）では、はやくも哺乳類が多様なそれぞれの道を歩み始

めている姿（化石）をみせていました。メッセルまで 1800 万年たっていますが、1800 万

年間で生物はこれぐらい進化することがわかります。つまり、ダーウィンの進化論の時間的

感覚がわかるというものです。動物の多くはそれら自身の進化史をスタートさせたばかり

でしたが、現生するその子孫たちがそなえている習性をすでに獲得していたこともわかり

ました。 

◇アジア大陸で多様化した哺乳類 

 アジア大陸は大きな大陸であり、多様な環境でした。哺乳類にとって（恐竜亡き後）アジ

ア大陸は空白の大地で、多様な進化が可能であったし、競争も激しかったので、哺乳類はア

ジア大陸で多様化し、すでに 3500 万年前の中央アジアには哺乳類が満ちていました。 

 4,500 万～1,800 万年前の北半球に広く生息していたエンテロドン（図 7－5 参照）は、

イノシシに似た大型の有
ゆう

蹄類
ているい

で体長約 3 メートルとバイソンやサイほどの大きさに達して

いました。また、4,000 万年～3,500 万年前に生息したエンボロテリウム（図 7－5 参照）は

肩高約 2.5 メートル、体長 5 メートルの奇
き

蹄類
ているい

・草食動物でしたが、鼻骨が伸びた角は 70
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センチメートルにもなっていました。3600 万～2400 万年前に生息したインドリコテリウ

ム（図 7－5 参照）は、体長は 8 メートルのサイ科の巨大な草食哺乳動物で、地球上に現わ

れた最大の陸生哺乳類とされ、体重は現生のアフリカ象の 2 倍はありました。 

図 7－5 中央アジアの哺乳類 

 

肉食獣の世界では、ヒアエノドンを含む肉歯類が繁栄しましたが、やがて、さらに足が速い

有能なハンターである現生の食肉類との競争にやぶれ、肉歯類最後の種は約 800 万年前に

姿を消しました。 

 同じく肉食獣であったメソニクス類は新生代・暁
ぎょう

新世
しんせい

（6500～5600 万年前）の初めにア

ジアに出現しましたが、表面的には狼によく似ていました。この「蹄を持った狼たち」は暁

新世の後半および始
し

新世
しんせい

（5600～3400 万年前）のヨーロッパ、アジア、北アメリカの生態

系で最も重要な捕食者（もしくは腐肉食者）でしたが、漸
ぜん

新世
しんせい

（3400～2300 万年前）の初

期に絶滅し、現生の食肉類にとってかわられました。 

《海と空に進出した哺乳類》 

6600 万年前の生物大量絶滅のとき、恐竜とともに、中生代の海に君臨していたモササウル

ス類などの大型爬虫類は絶滅し、海の捕食動物のニッチも空いていました。1300 万年経っ

た始新世（5600～3400 万年前）に再び陸上の肉食動物から海の世界のニッチに進出したの

が哺乳類のクジラ類であり、その進化の様子を図 7-6 に示します。 

分子生物学の分野から、クジラ類はカバ類と同じ偶蹄類であることがわかり、現在では生物

の分類法も偶蹄目とクジラ目を合わせた哺乳綱・鯨偶蹄目と変更されました。つまり、 

陸上の偶蹄類動物の 1 種が海へ出ていってクジラ類になったのです。 

クジラやカバの祖先は、もともとは水辺で暮らす狼くらいの大きさの哺乳類でした。パキケ

トゥスは、約 5,300 万年前（新生代古第三紀始新世初期）の水陸両域に生息していた、四つ

足の哺乳動物で最古の原始的クジラ類でした（化石はパキスタン北部およびインド西部か

ら発見されています）。当時この地域には遠浅のテティス海が広がっていて、生物量の豊か

な熱帯の海であったと考えられており、パキケトゥスはたぶん犬かきで浅瀬の海で狩りを

していたのでしょう。 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E7%94%9F%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E7%AC%AC%E4%B8%89%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A7%8B%E6%96%B0%E4%B8%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%82%B8%E3%83%A9%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%96%E7%9F%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%B9%E6%B5%B7


 

10 

 

図 7-6 クジラの進化 

 

                                日本放送出版協会

『地球大進化５』 

その後、クジラの祖先は後足を退化させ尾ビレを発達させ、体形を魚のように流線形に変え

たのでしょう（進化しました）。出産・授乳も水中で行えるようになったクジラたちは、も

はや陸に上がる必要がなくなりました。カバの祖先は、そのまま水辺に残り、現在に至って

います。 

ところでクジラの進化は図 7-6 のロドケトウスの段階で終わりませんでした。エジプト・カ

イロ南西 150 キロのワディ・ヒターンから、3900 万年前のクジラの祖先バシロサウルス（ト

カゲの王という意味）の化石が発見されましたが、このクジラは体長 18 メートル、体重 6

トンもあり、まだ、小さな足があり指もついていました。しかし、もはやサメに追われるの

ではなく､逆に追う立場になっていました。 

その後、後述しますように 3500 万年前に南極大陸が南米大陸などから分離し、孤立した大

陸になると、やがて氷に覆われ、地球全体が寒冷化しました。海も冷えていったので、クジ

ラは深い海に出て魚を獲らなければならなくなりました。 

 陸から海に帰っていく逆進化もやさしいことではありませんでした。まず、呼吸方法は肺

呼吸のままですが、浮き上がったとき、最初に空気に触れるのは頭のてっぺんであるので、

鼻の位置を変えました（進化しました）。また、ふだんは海水が入らないように、鼻の穴を

閉じ、呼吸するときに筋肉をゆるめ、穴を開くのです。鼻から勢いよく吐き出される息には、

水蒸気が含まれていて、外気に触れ冷やされて、まるで潮を噴き上げているように見えます。 

 新しい空気を肺一杯に吸い込んだマッコウクジラやツチクジラは、1 時間以上も潜水する

ことができます。深く潜るとクジラの肺はペシャンコになるので、酸素を筋肉と血液の中に

蓄えるように、クジラは進化していきました。さらに深く潜る種類のクジラは、潜水時間を

延ばすために、酸素が不足してくると、脳などの重要な器官に優先的に血液を運び、あまり

重要でない器官には血液を送らない仕組みを作り上げています。そして、酸素を使わない無

酸素呼吸を行うこともあります。 
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 餌のとり方も変えました。クジラ類は大きく二つのグループに分かれます。シロナガスク

ジラなど餌を大きなヒゲでこしとるヒゲクジラ類（歯がヒゲに進化したのです）とマッコウ

クジラ、イルカ、シャチなどの本当の歯をもっているハクジラ類です。ハクジラ類は、魚類

やイカ類などの頭足類を食べます。ヒゲクジラ類は、群集性小魚類やオキアミなどのプラン

クトンを一網打尽に大きなヒゲでこして食べます。 

 ハクジラは海千（山千）の真骨魚類を相手にするのですから、一筋縄ではいきません（地

球上で生き残るにはそれぞれ専門家になることが進化の鉄則です）。イルカが鼻孔あたりか

ら出す音波で獲物を探すエコーロケーション（音響探測）をやっていることは知られていま

すが、あれと同じことをハクジラはやっており、真っ暗闇の中でも高速で泳ぎまわり、獲物

を捕らえることができるのです。 

マッコウクジラは成長したオスだと平均的な体長は 16～18 メートル、55 トンありますが、

その 3 分の 1 ほど､約 5 メートルを頭部が占めています。音波をまず頭の中に向けて出し、

それが頭骨の直前の｢前頭嚢
のう

｣で反射し、ジャンク組織を通すと､音がスピーカーで増幅され

るように、爆発的な音響エネルギーが生じると推測されています。深海でダイオウイカなど

に向けて発射すれば、ショックで気絶したところを 25 センチもある歯で捕えるというわけ

です。このような大型武器もダーウィンのいう進化でできるとは驚きです。 

マッコウクジラは、その生涯の 3 分の 2 を深海で過ごします。2,000 メートルは潜ることが

でき、集団で狩りをすると考えられています。光の届かない深海においては反響定位（エコ

ーロケーション）を用いて家族同士での会話も行っていると考えられています。 

現生のクジラ類は 80 種類いて、体重 130 トンで（かつての恐竜を超えて）地球史上最大の

シロナガスクジラ、脂肪を蓄えて長い距離を何週間も食べずに移動できる消化器官をもっ

たヒゲクジラ、年間 2 万キロも移動するコクジラ、時速 55 キロで泳ぐシャチ、200 年以上

も生きるホッキョククジラ、脳が発達していて賢いイルカ（成体で体長 4 メートル程度以

下の比較的小型のハクジラ）、体長 1.5 メートル、体重 50 キログラムの最小のクジラ・コガ

シラネズミイルカなど、みな特徴のある専門家に進化しています。 

新生代第三紀始新世（約 5,500 万～約 3,800 万年前）に登場したクジラ（鯨）の仲間は、中

新世（約 2,300 万～約 500 万年前）には様々な種類に進化し、生息数も増加しました。現

在のハクジラやヒゲクジラの仲間のほとんどは中新世末期に登場しています。 

こうした中新世から鮮新世にかけての脊椎動物が豊富にいたと思われる温暖な海域があっ

た地域の地層から、クジラとともにメガロドンの化石が大量に見つかっており、大型のクジ

ラの背骨や鰭の骨格の化石には、ノコギリ状の縁が特徴的なメガロドンの歯による噛みあ

とが見られることから、メガロドンはクジラ類などを捕食していたことがわかります。 

メガロドンは、約 1,800 万年前から約 150 万年前（新生代第三紀中新世半ばから鮮新世）

にかけての、海が比較的暖かった時代に生息していたサメの一種でした。サメは軟骨魚類で

あり、化石には通常は歯しか残らないため、化石のみで正確な生前の姿を復元することは困

難ですが、全長は最大 17 メートルあったと推定されていて、史上最強の海生捕食動物であ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A7%8B%E6%96%B0%E4%B8%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%82%B8%E3%83%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%B2%E5%8C%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%82%AF%E3%82%B8%E3%83%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%82%B2%E3%82%AF%E3%82%B8%E3%83%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%8A%E6%A4%8E%E5%8B%95%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E5%B1%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%96%E7%9F%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B0%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E7%94%9F%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%89%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E6%96%B0%E4%B8%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AE%AE%E6%96%B0%E4%B8%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%A1
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ったといわれています。 

メガロドンは鮮新世（約 600 万～約 200 万年前）中期に絶滅したと考えられていますが、

これは、大陸棚の海水温低下と、クジラが寒冷な海域に逃げ込んだことによって、変温動物

であるサメは恒温動物であるクジラのようには低温の環境に適応できなかったからだとい

われています。また、ヒゲクジラ類も競合種も急激に強力になり、メガロドンは進化につい

て行けず淘汰されたという説もあります。2019 年にアメリカの学会誌に掲載されたチャー

ルストン大学などの研究者らの研究チームによる研究論文によると、メガロドンの絶滅時

期は化石の調査から 360 万年前と、その主な原因をホオジロザメとの生存競争に敗れたた

めとしています。 

クジラとほぼ同じ時期に水中生活を始めた哺乳類に、ジュゴンやマナティといった海牛類

がいます。海牛類は遺伝的には現在のゾウと最も近く、クジラと違って草食動物が水に帰っ

ていったのでしょう。川岸や海岸線に繁っている水草からは遠く離れないで動作はのんび

りしています。のんびりしていますので、海牛類と呼ばれていますが、牛とは関係はありま

せん。 

やや時代は下がって 3000 万年前ごろには、現在の北米大陸の西海岸でアシカやアザラシ、

セイウチなどの仲間（鰭
き

脚類
きゃくるい

）が誕生しました。クジラ類が海洋へ出ていったあとの沿岸

性の肉食動物というニッチに空きが出来たので、イタチやアライグマと共通の祖先をもつ

アシカやアザラシが進出したのでしょう。ここでも生物界には、空いたニッチはない、つま

り、空けばすぐ新たな生物が進化して進出して埋めてしまうという原則が生きているよう

です。 

 哺乳類の中からも空に進出するものも現れました。4700 万年前のメッセルにもコウモリ

がいましたが、最も古いコウモリの化石は、アメリカのワイオミング州から出土した始新世

（5600～3400 万年前）のものです。もう高度に特殊化しており、現生のコウモリとあまり

違いがないくらいになっていました。 

 コウモリ類の一番の特徴は、もちろん、翼をもち、飛行できることですが、鳥類の翼と異

なり、コウモリの翼は、親指だけが普通の指の形で鉤
かぎ

爪
つめ

ですが、その他の 4 本の指はすべて

細長く伸びて、その間を飛膜がおおい、後ろ足の足首までを結んでいます。腕と指を伸ばせ

ば翼となって広がり、腕と指を曲げればこれを折りたたむことができます。さらに多くのも

のは、後ろ足と尾の間にも飛膜を持っています。 

 現生のコウモリは一般に夜行性です。たぶん、空はすでに鳥類によって中生代から占領さ

れていたので、新参者のコウモリは夜行性に転換していったのでしょう（専門に徹するこ

と）。そのためには、捕食者として不可欠な鋭い感覚器官を夜行用に転換しなければなりま

せん。そこでコウモリの第二の特徴はエコーロケーション（反響定位）の機能を持っている

ことです。超音波を発し、その反響を検知することで、夜間でも、飛行中に確実に獲物であ

る昆虫などを見つけたり、障害物を避けたりすることができるのです。 

 いずれにしても、哺乳類は水陸空と思い思いに進化していきました。そのような中で、樹

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%99%B8%E6%A3%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%89%E6%B8%A9%E5%8B%95%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%89%E6%B8%A9%E5%8B%95%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%81%92%E6%B8%A9%E5%8B%95%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%B3_(%E3%82%B5%E3%82%A6%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%AD%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%8A%E5%B7%9E)#%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%80%81%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%B3_(%E3%82%B5%E3%82%A6%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%AD%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%8A%E5%B7%9E)#%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%80%81%E5%A4%A7%E5%AD%A6
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上生活へ適応していった哺乳類もいました。 

 

【７－２】霊長類（サル目）の進化 

◇霊長類（サル類）の誕生 

図 6-20 の哺乳類の分類（目レベルの分類）で述べましたように、7000 万年前にヒヨケザル

とツパイが霊長類（サル類）と分岐し、分類上（遺伝子分析上）、霊長類（サル類）が独立

しました。まだ恐竜の時代で、哺乳類の多様化が花開く前の時代でした。被子植物が多様化

し、森林の樹冠を形成する高木から下層の草
くさ

薮
やぶ

まで徐々に進化してきていた時代でした。 

《最初期の霊長類であるプレシアダピス類》 

アメリカ・モンタナ州東部で発見された化石「プルガトリウス・ケラトプス」が霊長類第 1

号と考えられていますが、体長は 10 センチほどで、その復元図（図 7-7 参照）はモグラや

ネズミあるいは哺乳類食虫類のトガリネズミにそっくりでした。しかし、系統的にはネズミ

とは異なり、サル類につながるものであることは、歯が霊長類（サル類）の特徴を備えてい

たことからわかりました。 

しかし、このころの霊長類はサル的な特徴とともに、サルらしくない特徴、たとえば切歯
せ っ し

（門

歯）が針のように尖
とが

っていたり、一部のイヌやネコのような鋭いカギ爪だったりしていまし

た（現在のサルの切歯は、平たい形をしており、また爪は平
ひら

爪
つめ

になっています）。それで、

このような過渡的な霊長類はプレシアダピス類と名づけられました。 

しかし、2003 年、5500 万年前の霊長類の明瞭な化石が発見され、その分析からプレシアダ

ピス類が初期の霊長類に分類されるようになり、霊長類の起源は 6500 万年前までさかのぼ

ることになりました（図 6－20 哺乳類の分類において、真主齧上目のプレシアダピス目）。 

図 7-7 霊長類プルガトリウス 

 

プレシアダピス類は比較的短い間に進化し、アメリカ大陸の広い地域に分布するようにな

りました。約 1000 万年の後には、当時、まだ、陸続きであったヨーロッパなどへ分布域を

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9C%9F%E4%B8%BB%E9%BD%A7%E4%B8%8A%E7%9B%AE
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広げました（図 7-3 参照）。発掘される哺乳類の 40％がプレシアダピス類で占められていま

した。 

ところが、著しい温暖化が起こった 5500 万年前、ヒアエノドンと同じように、げっ歯類が

アジアから大挙してベーリング陸橋を通って北アメリカへと進出してきました。げっ歯類

の生存戦略は、プレシアダピス類とそっくりで、その上、げっ歯類は伸び続ける歯を持って

いて、昆虫から木の実、木の皮など何でも食べ尽くし、さらに繁殖力も、まさにネズミ算的

に繁殖していきました。これでは勝負になりませんでした。プレシアダピス類はアジアから

来たげっ歯類によって絶滅の危機にさらされました。 

《握力のある手足と立体視の獲得（進化）》 

その窮地を切り抜けるために、プレシアダピス類は新たな進化をしました。プレシアダピス

類の親指はカギ爪ではなく、短く平らな爪に変っていて、さらに、ほかの指と向かい合って

いました。この化石の手は、私たち人間の手の原型ともいうべき特徴をすべてもっていまし

た。この新しい手で枝先にある果実を取って食べることが出来るようになりました。つまり、

鳥が独占していた果実を手に入れることに成功したのです。 

この新しい手をもった哺乳類はカルポレステス（カルポレステスとは「果実を食べる人」と

いう意味）と名づけられました。確かにげっ歯類は、果実のある細い枝先までは移動してい

けないので、なっている果物は食べられません。カルポレステスは果実という新たな食料を

獲得することで生き残ることができたのです。 

実は、この強い握力をもつ手足の形状は、霊長類を特徴づける重要なポイントの一つで、カ

ルポレステスは最初に霊長類への第一歩を踏み出した動物でした。 

もう一つのポイントは立体視です。私たちも片目をつぶると途端に遠近感がつかみづらく

なり、2 つの目で見てはじめて、立体感も距離感も出てくることはよく経験することです。

これが立体視という能力ですが、そのためには、図 7-8 のように 2 つの目が顔の正面に並

んでいることが必要になります。 

1990 年、ワイオミング州で発見された最古の霊長類のひとつ、ショショニアスの化石は、

頭蓋骨
ずがいこつ

が 3 センチほどと小さいのに対して、眼窩
が ん か

の大きさは 1 センチ近くもあります。そ

して、この化石は、図７-8 のように、二つの眼窩が正面に並んでついていて立体視できるこ

とがわかりました。これはショショニアスが霊長類であることを示す重要な特徴でありま

す。 

では、どのようにして霊長類が立体視の能力を獲得したのでしょう。 

5500 万年前頃、地球上では急激な温暖化が起こったことは述べました。温暖な気候を好む

被子植物は巨大化し、裸子植物を圧倒していきました。巨大な樹木は太陽を求めて、最上部

にたくさんの枝を伸ばし、隣り合う樹木の枝と枝は重なり、樹上空間は一枚のカーペットの

ように繋がり、樹冠ができました。樹冠は果実など餌が豊富で、天敵は少なく、霊長類は木

の上で餌を採り、そこで眠ることができました。 

樹冠で木から木へと飛び移りながら暮らすためには、隣の木の枝までの距離を正確に測る
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ことが必要になりました。まさにそうした生活に適応したのが、顔の正面に並んだ目をもつ

ショショニアスでした。図 7－8 のように、目が正面に並ぶと両目の視界がかさなることに

よって物が立体的に見えるようになり、前後の距離感がつかみやすくなったのです。 

図 7-8 霊長類の立体視の獲得 

 

                                日本放送出版協会

『地球大進化５』 

 

鳥類は、まさに中生代から樹上の生活をしていましたが、遅ればせながら哺乳類も樹上に新

たに進出していきました。それが霊長類（サル類）でした。果物を取るために発達した握力

のある手足、樹上での移動のために発達した立体視、この二つは安定的に食物を得るための

手段でした（地球上の生物は専門家にならないと食っていけません。霊長類もこれで食って

いけるようになったのです）。つまり、霊長類の出現を大いにうながしたのは、被子植物の

森だったといえます。 

《樹冠と昼の世界への進出》 

この 5500 万年前の激しい地球温暖化によって、樹冠をもつ森は地球全体へと広がっていき

ました。拡大した森とともに、北半球のローラシア大陸（北アメリカ大陸）で誕生した霊長

類もまた急速にその生息域を広げていきました。当時、地球全体がいわば霊長類の楽園とな

りました。 

それまで夜行が基本であった霊長類は、だんだんと昼の世界へ進出していきました。もう夜
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にこそこそする必要はありませんでした。握力のある手で枝をつかみ、立体視のできる目で

自由自在に樹冠を動き回ることが出来るようになった霊長類の前には、以前ほど、強力な天

敵はいなくなりました（いるとしたら空からの猛禽類
もうきんるい

でした）。昼の世界に出れば、明るい

中で目を使って、より多くの餌を探すことができ、能率が上がりました。 

この霊長類（サル類）は、北アメリカとヨーロッパで急速に適応放散していきました。 

◇新生代後半の地球寒冷化（4000 万年前） 

ところが地球の気候がまた大きく変わりはじめました。5500 年前にはじまった急激なメタ

ンハイドレートの噴出による超温暖化は、二酸化炭素による温暖化とは異なり長くは続か

ず、比較的短期間で終わり、4000 万年前から気温は低下していきました。 

この 4000 万年前に始まる寒冷化については、移動を続けていたアフリカ大陸とインド亜大

陸も関係していました。両大陸は 4000 万年前には、ほぼ現在の位置に到達しましたが、図

７−3 のように、その後もアフリカ大陸は北のヨーロッパ大陸、インド亜大陸は北のアジア

大陸に向けて移動・圧迫し続けて、アフリカ大陸はアルプス山脈をヨーロッパに、インド亜

大陸はヒマラヤ山脈、チベット高原をアジアに作り続けていました。この大陸どうしの激し

い衝突によって造山山脈が隆起すると（風雨によって）地表が削られ、はがされることがい

っそう進みました。 

地表の風化と削りとりは岩石と水の反応や大気中の二酸化炭素や酸素との反応を促進させ

ました。この地表の風化によって二酸化炭素が低下し、温室効果が減り、地球の気温が低下

し、その結果両極に氷床が発達して寒冷な気候が到来しました。 

《テチス海と暖かい深層海流の消滅（3500 万年前）》 

さらに、移動していたインド亜大陸は 3500 万年前にアジア大陸にぶつかり、熱帯の強い日

差しに温められた海水を世界中に流出させていたテチス海を消滅させてしまいました。こ

れは海面の海流だけでなく、テチス海は当時の世界の深層海流も生み出していましたが、こ

れも消滅させてしまいました。 

当時のテチス海が源となった深層海流は暖かい海流でした。当時、テチス海の海水がもっと

も蒸発量が多く、塩分濃度が高くて重い水となり、これが沈み込み、このテチス海の海水が

世界中をめぐっていたので、世界中の深い海は 15 度 C 前後の温かい水で満たされていたの

です。ところがその源のテチス海の消滅によって、暖流も消滅してしまい、暖流がやってこ

なくなったヨーロッパやアジアを中心に寒冷化がはじまりました。その上に、次に述べるよ

うに今度は冷たい深層海流がやってくるようになったのです。 

《南極大陸の形成と冷たい深層海流の形成（3300 万年前）》 

インド亜大陸によってテチス海が断ち切られたばかりでなく、代わって、冷たい深層海流を

生み出す強力な場所が現れました。それが南極大陸でした。 

3300 万年前、南極大陸がオーストラリア大陸や南アメリカ大陸と切り離され、図 7-9 のよ

うに南極は極点を中心に位置する孤立した大陸となりました。 

孤立した南極大陸の周りは地球の自転の影響で周囲を回る周極流という海流がつくられま
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した。この周極流は、赤道方面から流れ込んでいた暖流を完全に遮断してしまい、周辺の海

水は急速に冷え、その海水が大陸を冷やすというサイクルが始まり、南極大陸は次第に氷の

世界へと変貌していきました。 

図 7-9 南極大陸の孤立と冷い深層海流の形成 

 

                              日本放送出版協会『地

球大進化５』 

氷の世界がひろがれば、アルベド効果（氷や雪は太陽光をほとんど反射してしまいます）に

よってさらに冷却が進み、氷河はますます成長して南極大陸全体をおおってしまいました。

南極大陸が氷の大陸になるにつれ、周辺の海水は冷やされて重くなって海底に沈み、沈んだ

海水が深層水となって流れはじめ、南極起源の深層海流が発生したのです。 

この深層海流は現在も続いていて、図 7-10 のように（青の矢印は深層の流れ、赤の矢印は

表層の流れを示します）、起点がグリーンランドと南極大陸であることでわかるように、零

度 C に近い冷たい海水が流れていています。この深層水の大循環は 2000 年ほどかけて起

きていることがわかりました。そして、深層海流の水量を比べると、南極生まれが全体の

70％を占めています。この深層海流はアメリカの地球化学者ウォーレス・ブロッカー（1931

～2019 年）が 1980 年代に発表したもので、その形態から「海のベルトコンベア」とも呼

ばれています。 

南極はアルベド効果と海流循環を通じて地球全体を冷やす、ラジエーターの役割を果たす

ようになりました。冷たい海水のほうが大気中の二酸化炭素を多く吸収するので、南極の寒

冷化は二酸化炭素の減少化をうながし、これによって温室効果が減少し、さらに地球は寒冷

化することになりました。 

《世界の寒冷化と乾燥化の進行》 
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このようなことが重なって、世界気候のシミュレーションによると、5500 万年前から 3500

万年前の間に平均気温が 10～20 度 C 以上も低下しました。このため世界中にひろがって

いた亜熱帯、熱帯雨林は急速に縮小しはじめました。超温暖化がピークに達した 5000 万年

前頃、世界中の大陸は樹冠をもつ熱帯雨林と亜熱帯雨林におおわれていたものが、それから

1500 万年後の 3500 万年前頃までに、熱帯、亜熱帯雨林が残っていたのは、赤道に近い地

域、アフリカ、南アメリカ、オーストラリア、アジアの一部だけになってしまったことがシ

ミュレーションでわかりました（ほぼ現在の気候帯に近くなりました）。この寒冷化ととも

に乾燥化が進んだ結果、森林が縮小し草原が拡大しました。 

図 7-10 現代の海水の大循環 

 

                              浜島書店『ニューステ

ージ地学図表』 

この環境の急速な変化は生物界に大きな影響を与えました。ヨーロッパ、北アメリカ、アジ

アにいた霊長類はほとんど絶滅しました。一方、このような環境の変化に適応して、奇蹄類

や偶蹄類、げっ歯類などのなかに草原に適応したグループが進化していきました。 

一方、漸
ぜん

新世
しんせい

（3400～2300 万年前）後期から次の中新
ちゅうしん

世
せい

（2300～500 万年前）のはじめに

かけてのおよそ 1000 万年の間に絶滅した科の数は、ほかの時代に比べるとはるかに多く、

また新しく進化してきた科の数も、その前後の時代に比べるとずっと多くなりました。この

ように、中新世前期までに新旧の交代が完了し、科レベルではすっかり現代的となったのも

この時期の特徴でした。 

◇霊長類・真猿類への進化 

地球寒冷化が起きた時代に、北アフリカには豊かな熱帯雨林が残されていました。エジプト

のカイロから南西 100 キロのファユームは、地球寒冷化が起こった時代に温暖でした。こ

の地は、アジア、ヨーロッパとひとつづきであったので、当時集まってきた霊長類にとって
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大切なオアシスでした。この場所はモンキーシティと呼ばれていて、22 種類にのぼる霊長

類の化石が見つかっています。 

1992 年、ファユームで新たな霊長類の下顎
したあご

の化石が見つかりました。その化石はカトピテ

クスと呼ばれる真
しん

猿類
えんるい

のもので、3500 万年前の霊長類の大絶滅が起こった寒冷化の時代に

誕生した、新しい霊長類でした。従来の霊長類は原猿類
げんえんるい

といわれていましたが、原猿類と真

猿類の最も大きな違いは何だったでしょうか。それは視力にあると考えられています。真猿

類が獲得した高い視力とは何だったでしょうか。 

原猿類の頭蓋骨の眼球が収まっている眼窩
が ん か

は、ただの穴になっています。原猿は、眼球と

咀嚼筋
そしゃくきん

を隔てる隔壁がないので、咀嚼筋が動くたびに眼球も揺れて視線もふれてしまいま

す。また、原猿類では視細胞は網膜全体に分散しているので、全体的にぼんやりとしか見え

ません。 

それに対して、真猿類の祖であるカトピテクスの眼窩は骨で囲まれたソケット状のくぼみ

になっていて、頭蓋骨
ずがいこつ

内部は仕切られていました。それは眼窩後壁
がんかこうへき

と呼ばれるもので、カト

ピテクス以降、すべての真猿類が受け継いできたものです。この眼窩後壁は眼球と咀嚼筋の

あいだを仕切って、筋肉の動きが眼球に伝わらないようになっています。 

また、図 7-11 のように真猿類だけは網膜
もうまく

にフォベア（黄斑
おうはん

のくぼみ）があって、この場所

には視細胞が集中しています。さらに通常、網膜の視細胞は、二重三重になった膜組織の下

に存在していますが、フォベアの部分だけは膜組織がなく、集中した視細胞がむき出しにな

っています。このため、視界の中央では高い解像度でくっきりと物を見ることができます。 

さらに物がよく見えるためには、色の識別もできなければなりません。脊椎動物の目は、図

７－11 のように、三種類の錐体
すいたい

があって、これによって赤、青、緑のそれぞれの光を感じ

ることができます。これが三色
さんしょく

色覚
しきかく

です。カトピテクスはこの三色色覚を取り戻していた

のです。 

取り戻すという言い方にはわけがあります。古生代後期に現れた哺乳類の先祖である単
たん

弓類
きゅうるい

たちは昼間を独占していたので三色色覚はあったと想像されています。その後、中生

代を支配した恐竜たちは、とびきりよい色覚をもっていたと考えられています。この恐竜時

代、哺乳類は、長い間（1 億 6000 万年の間）、夜の世界に追いやられていたために、色を 

識別する能力は退化し、二色の色覚になりました（そのかわり、聴覚はよくなったことは述

べました）。そのような哺乳類の中で、その後、三色色覚に進化したというか、三色色覚を

獲得し直したのが、真猿類の祖となったカトピテクスだったのではないかと考えられてい

ます（したがって、ありがたいことに私たちも今、三色色覚であります）。 

どうして、カトピテクスは三色色覚を取り戻したのでしょうか。そのヒントは、南アメリカ

にすむ原猿類の新世界ザル（後述）は基本的に二色色覚ですが、その中で、葉を主食とする

ホエザルだけが現在、三色色覚であることがわかりました。なぜ、葉食のホエザルだけが三

色色覚であるのでしょうか。これがヒントになりカトピテクスと三色色覚の関係がわかり

ました。 
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図 7-11 目の構造 

 

                                文英堂『理解しや

すい生物Ⅰ・Ⅱ』 

進み行く寒冷化はアフリカの気候に季節性を生み出しました。アフリカの熱帯雨林は雨季

と乾季という季節ができ、雨季には森には果実があふれています。しかし乾季には果実はほ

とんど実らなくなり、果実のない乾季に何を食べて生き残るかが問題でした。そこで霊長類

が選んだ新たな餌こそ若葉であったのではないか。そして緑の成熟した葉のなかから赤い

若葉を見分けるために、三色色覚は生まれた（再獲得した）のではないかと考えられていま

す。 

若葉を食べ始めた霊長類は、その後、消化器官を進化させることで、いつしか成熟した葉も

食べられるようになりました。現在では、多くの霊長類が果実とともに葉をよく食べます。

このように霊長類は危機に際して能力を向上（進化）させながら、食虫食→果実食→植物食

を加えて食物の範囲、つまり、食域を汎用化（雑食化）させ、リスクを分散させていってい

ることがわかります（他の動物が食域をなるべく専門化していくのに対し霊長類は食域を

広げるように進化しています。後述しますがホモ・ハビリスの時代に肉食を加えます）。 

《豊かな表情の獲得》 

カトピテクスの子孫である真猿類たちは、この後、気候が寒冷化するにもかかわらず、次第

に勢力を増していくことになりました。そして、この真猿類の進化は思わぬ新たな進化を生

み出しました。その進化とは、豊かな表情の獲得でした。 

眼窩後壁
がんかこうへき

があり、高い視力という共通点をもつ霊長類の真猿類には、豊かな表情をもってい

るという際立った特徴があります。怒りや喜び、恐れなど、さまざまな感情を映す表情であ

ります。これは、図 7-12 のように、顔の皮膚の下には表情筋と呼ばれる筋肉があるからで

す。この筋肉が細かく分かれていればいるほど、それぞれが独自に動き、複雑で豊かな表情
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を生み出すことができます。真猿類の顔の筋肉は、口の周りや目の周りを中心に、非常に細

かないくつもの筋肉が存在しています。 

これに対し、たとえばイヌの表情筋はほとんどなく、イヌの顔はあんがい無表情です（尻尾

を振って「ワン」とほえ少し感情を表すようですが、顔は無表情です）。発達した表情筋が

生み出す豊かな表情は真猿類固有のものです。 

図 7-12 真猿類とイヌの表情筋 

 

                                日本放送出版協会

『地球大進化５』 

霊長類の表情によるコミュニケーションのメリットは、瞬時に相手に複雑な情報を伝えら

れることにあります。チンパンジーなどの群れのメンバーは、表情によるコミュニケーショ

ンによって、相手のことをよく理解し、互いに絆
きずな

を深め、無駄な争いを避けています。表

情があるおかげで、群れの秩序は守られています。 

このように表情を介して行うコミュニケーションが可能である理由は、真猿類が高い視力

をもっているからです。原猿類の低い視力では相手の表情はよくわかりません。つまり、そ

の表情を読み取る高い視力を相手がもっていなければ、表情によるコミュニケーションは、

まったく意味をなさないのです。 

◇群れ社会の形成 

その傍証
ぼうしょう

としては、カトピテクス類が役割分担の発達した群れを形成していたらしいとい

うことです。発掘されているカトピテクスの犬歯は、性別によって大きさに差があります。

オスの犬歯だけが 2 倍から 3 倍近くも大きかったのです。このように性別の差がはっきり

している特徴を雌雄
し ゆ う

二次
に じ

性
せい

といいます。雌雄二次性は、群れをつくるサル類に共通する特徴

であることが明らかになっています。群れで暮らすと、メスとオスのあいだで役割分担が起

こります。たとえば、オスは餌を探すときに中心的な役割を持つし、メスは子育てを行いま

す。こうした性別による役割分担のなかで、犬歯の大きさの差も生まれてきたのです。 

オスはほかのオスザルと争いながら、群れのなかでの地位を争います。メスはより優位なオ

スに従います。そのため、群れの中で順位の高いオスのほうが子孫を残す可能性が高くなり
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ます。進化における淘汰が働いてきます（ダーウィンはこれを性
せい

淘汰
と う た

、性選択といいました）。

オスは体も大きくなるし、相手を攻撃する武器として犬歯が大きく発達することになりま

した。メスでは発達した犬歯は必要ないのです。カトピテクスのオスが犬歯を大きくしたと

いうことは、群れをつくって生活するようになったという証拠であります。 

集団行動の利点は、協力して餌を探すことができる、交尾する相手を見つけやすい、天敵に

共同で対処できるなどです。霊長類の場合、真猿類は立体視や高い視力を獲得しましたが、

広い視野を犠牲にしてしまったので（図７－8 のように視野は狭くなりました）、天敵には

共同で対処するようになりました（樹上にすむ霊長類にとって最大の天敵は空から襲って

くる猛禽類
もうきんるい

ですが、これを見つけると警戒音を発するなどします）。 

《群れは群れでも社会性をもった群れ社会》 

多くの動物が群れをつくっています。集団で狩りをする肉食動物ばかりでなく、狙われる草

食動物のほうも大群をつくります。魚の大群もいます。しかし、カトピテクスがつくりあげ

た群れは、数が多い方が安全だという平凡な生存戦略である群れとは根本的に違うもので

した。その違いは、第一に、役割分担があること、第二に、個体識別をしていることでした。

相手を認識し、助け合い、役割分担をしながら生きるようになったとき、それはもう群れで

はなくひとつの社会となります。 

カトピテクス以後の集団、つまり真猿類は社会性をもった集団～群れ社会を形成したとい

えます。利己的にそれぞれが自らの生存を図るだけの集まりから脱して、共存共栄をはかる

仲間としての集団へと進化したのです。 

ここに単純ではありますが集団の仕組み、社会の仕組み、社会システムが生まれたといえま

しょう（ヒトは動物です。動物は動物でも真猿類です。このときから、コミュニケーション、

共存共栄、集団社会、集団社会の仕組み、社会システムが運命づけられていたといえるでし

ょう。つまり、ヒトに繋がる真猿類は「共同で協力して生きる」方向に進化していった動物

であるといえるでしょう）。 

 

【７－３】新第三紀の寒冷化と類人猿の進化 

◇アフリカの環境の激変 

インド亜大陸がアジア大陸にぶつかってできたのがヒマラヤ山脈でしたが、ヒマラヤ山脈

がつくりだした最も大きい変動が、モンスーン気候（季節風）でした。夏、標高の高いヒマ

ラヤや内陸のチベット高原は暖められ、巨大な上昇流が発生します。そこに向かって、イン

ド洋から湿った空気が流れ込み、ヒマラヤ山脈にぶつかってインドに猛烈な雨を降らせま

す。 

その後、水蒸気を失い乾燥した空気は上空 1 万メートルまで上昇し、この乾燥した空気の

塊
かたまり

が、今度は中東から北アフリカに降りてきます。北アフリカ一帯は、この乾燥した空気

にさらされて、およそ 700 万年前に、巨大なサハラ砂漠が誕生しました。モンスーンは、一

年中温暖だったアフリカに、乾季と雨季という季節をもたらしました。 
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さらにアフリカは、大陸全体が地下のスーパーホットプルーム（地核の熱で高温になった上

昇マントル）に押し上げられ隆起したために標高は1000メートルにもなりました。そして、

東アフリカは、このプルームのエネルギーによって今も東西に裂け続けていて、それがアフ

リカ大地溝帯
だいちこうたい

となっています。このプルームによる隆起によって、アフリカ大陸では、熱帯

雨林が分断され、高原、山地、草原などさまざまに複雑な地形ができてきました。 

これらの変動が立て続けに起こったので、アフリカの環境は激変しました。2000 万年前に

は、アフリカ中にひろがっていた熱帯雨林は、500 万年前には、赤道付近にわずかに残るま

でに減少し、砂漠や草原が入り混じったモザイク状の複雑な環境が出現しました。現在では、

地球の植被の 5 分の 1 が草原です。 

《C4 型光合成植物の誕生》 

これらの寒冷化と乾燥化の流れの中で、植物の世界でも新しい動きが起きてきました。 

植物には二酸化炭素が必要です。数十億年にわたる二酸化炭素の歴史は短期的な増減の繰

り返しですが、長い目で見ますと二酸化炭素は減少してきています。新生代の植物の進化は

二酸化炭素の減少に呼応して、より効率的な光合成の方法を生み出したかもしれません。こ

れが「C4 型光合成」と呼ばれるものです。 

C4 型植物は、光合成の二酸化炭素固定において、初期産物であるオキサロ酢酸が C4 化合

物であることに由来します。一般の C3 型植物は、オキサロ酢酸が C3 化合物であります。

C3 型の光合成を行う植物は、C4 型とは異なる特徴が炭素同位体比に残り、それは測定で

きます。また、化石を調べれば、ある植物食動物が C3 植物を食べていたか C4 型植物を食

べていたか（もしくはその両方か）わかります。それによりますと、多くの植物が C3 型光

合成をやめ、C4 型を用いるようになりました。C4 植物の最古の化石は、1200 万年前～1300

万年前です。 

しかし、この C4 型植物は様々な植物にどこまでも拡散していくたぐいの進化というわけで

はなく、過去に 40 以上の異なる系統の植物で個別に進化していったようです。C4 植物は

火や乾燥に強く、高温で乾いた気候に適応しています。C4 型で最も重要なのはイネ科植物

です。イネ科植物は、今では大型の哺乳類や様々な鳥類など、多種多様な植物食動物のあい

だで食生活の中心になっているからです。ヒトにとってはさらに重要で栽培される作物種

のおよそ 4 分の 3 がイネ科です。 

C4 型のイネ科の植物は、強い光のもとで光合成の効率が高くなるという性質があります。 

イネ科植物は、ほとんどの種では葉の縁を無機質のシリカの顆粒
かりゅう

で強化しています。これに

よって草食動物を遠ざけようとしましたが（葉の縁が研磨材のようになっていて皮膚が切

れるほど鋭い）、草食動物のほうも顎を丈夫にしたり消化器官の回復力を高めたりしました。 

するとイネ科植物は新たな手段に出ました。葉を先端からでなく基部から生やすことによ

って（葉の付け根の部分が成長するので）、葉先をどんなに食べられても（普通、動物は葉

先からちぎって食べます）、成長の役割をになう中心部を傷つけられる心配がないので、伸

び続けるようになりました。こうしてイネ科植物は、大量に食べられてしまう環境において
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も、他の植物に打ち勝ち、残ることができるのです。こうしてイネ科の植物によって、乾燥

していた疎林
そ り ん

は栄養豊かな草原に変わりました。 

 このような草原で大型の草食哺哺乳類は、発酵用の樽のような働きをする消化器官を発

達させ、食物繊維の分解に、腸内細菌を頼りにしました。だが、草原では捕食動物から、身

を隠す場所がないので、草食動物は足が速くなり、安全のために群れをなすようになりまし

た。 

およそ 300 万～200 万年前にかけて、イネ科の植物はアフリカの乾燥した大地に広がり、

サバンナと呼ばれる草原地帯が出現しました。イネ科植物による植物栄養の供給量の増大

は、草食動物を繁栄させることになりました。アジアから侵入してきた草食動物が繁栄し、

またそれを狩る肉食動物も繁栄しはじめました（この草原に後述します狩りをするホモ・ハ

ビリスという私たちのご先祖が参入するのは 250 万年前からでした）。現在のサバンナに見

られる生態系がこのとき誕生しました（たとえば、タンザニア北部のセレンゲティ国立公園

のような草原です）。イネ科植物は、アフリカだけでなく世界中に広大な面積を占めるよう

になり、大草原地帯（サバンナ、プレーリー、パンパなど）がこの時代に形成されました。 

このようなアフリカの寒冷化・乾燥化・草原化は草食動物には繁栄をもたらしましたが、森

林をすみかとする霊長類にとっては、厳しいものとなってきました。 

◇真猿類と原猿類 

3500 万年前の寒冷化のなかで、カトピテクス以後の集団、つまり真猿類は、集団～群れ社

会を形成したと述べましたが、それ以後の霊長類の発展を図 7－13 に示します。 

真猿類に対し以前からの比較的原始的な霊長類をまとめて原猿類というようになりました。

しかし、研究の進展により、メガネザルがいわゆる原猿類よりも真猿類により近いことが判

明したので、現在では､図 7－13 のように、キツネザル類・ロリス類をまとめて曲
きょく

鼻
び

猿類
えんるい

、

メガネザル類を含むその他の真猿類を直
ちょく

鼻
び

猿類
えんるい

と呼んでいます。現在の曲鼻猿類は、キツ

ネザル、ロリスなどが属していて、原始的なグループであり、夜行性の種が多くなっていま

す。 

その後、直鼻猿類が図 7－13 のように、中新世にはアジア・アフリカに住む狭鼻猿類と南

アメリカの広鼻猿類とに分かれました。 

広鼻猿類は中南米にしか拡散しなかったので新世界ザルとも呼ばれ、クモザル、マーモセッ

トなどが属しています。平たい鼻の二つの鼻孔は、はなれて外側にひらいています。現世の

真猿類のうち 35％が広鼻猿類です。 

狭鼻猿類はアジア、アフリカにすむサルで旧世界ザルとも呼ばれ、鼻の穴の間隔が狭く、穴

は下方またはやや前方を向いて、その他の真猿類のすべて、マントヒヒ、ニホンザル、オラ

ンウータン、そしてヒトなどが含まれることになります。全般的に、親指と他の指のあいだ

で握る能力は新世界ザルよりすぐれていますが、尾で物をつかむことのできるものはいま

せん。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%84%E3%83%8D%E3%82%B6%E3%83%AB%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%84%E3%83%8D%E3%82%B6%E3%83%AB%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%95%E3%83%AA%E3%82%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%88
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図 7-13  霊長類（サル目）の分類 

 

◇類人猿の繁栄（2000 万年前～1300 万年前） 

この真猿類の狭鼻猿類から、図 7－13 のように、オナガザル上科（旧世界ザル）とヒト上科

（ホミノイド）が分岐したのは、2500 万年前頃でした。旧世界ザルのオナガザル上科には

ニホンザルやヒヒが含まれ、ホミノイド（ヒト上科）には類人猿、ヒトが含まれています。 

類人猿は、生物学的な分類名称ではありませんが、ヒトに似た形態を持つ大型と中型の霊長

類を指す通称名であり、ヒトの類縁であり、高度な知能を有し、社会的な生活を営んでいま

す。一般的には、人類以外のヒト上科に属する種を指しますが、ヒトを含める場合がありま

す。テナガザルを含めた現生類人猿では尾は失われています。 

化石記録から見ますと、最初はホミノイド（ヒト上科）の方が繁栄していました。ホミノイ

ドの類人猿は、旧世界ザルと分岐したのち、2300 万年前ごろになると、ヨーロッパ、アジ

ア、アフリカの広大な地域に拡散し、とくにアフリカ東部では類人猿の進化が目覚しく進み

ました。 

中新世（2500～500 万年前）初期の 2000 万年前には、ユーラシア大陸とアフリカ大陸（そ

の前は 1 億年にわたって孤立していました）がつながり、それまでゾウやハイラックスし

かいなかったアフリカにアジアの偶蹄類や食肉類そして霊長類が流入しました。このとき

から大型類人猿の歴史が始まりました。この中新世中期の気温最適期には、アジアからヨー

ロッパまで数千キロメートルも続く熱帯雨林があり、その中で大型類人猿が生まれました。 

プロコンスルは初期の類人猿の 1 種でアフリカで発見されました。2300 万年前に熱帯の密

林に生息していたこの種は、4 つ足で移動し、木登りが得意でした。ただし尾はなく、樹上

生活の重要性が低下していたようで、地上生活への変化はプロコンスルから始まったと考

えられています。プロコンスルは類人猿の系統樹の基部に近いところに位置する種で、手足

を使って木の枝をつかみ、木に登ったり枝伝いに走り回ったりしていました。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9C%8A%E9%95%B7%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9C%8A%E9%95%B7%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%88%E4%B8%8A%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%BE
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その後、2000 万年前のアフリカのモロトピテクスとアラビア半島のヘリオピテクス、ドイ

ツ・トルコ・スロバキアの 1700 万年前のグリフォピテクス、アフリカのケニアピテクスな

どの類人猿化石が発見されています。1500 万年前にはアフリカ化石類人猿はナチョラピテ

クス、ケニアピテクス、モロトピテクス、エクアトリウスとマボコピテクスが勢ぞろいしま

した。ヴィクトリア湖内マボコ島の 1500 万年前の遺跡からは、前述の類人猿化石の他に、

霊長類オナガザル科のヴィクトリアピクス、原猿類のコンバの化石も発見されています。 

ところが、1400 万年前になると、東アフリカの気候は、年間降水量は 300～500 ミリとご

く乾燥し（通常のチンパンジーの生息地は降雨量 1400～1870 ミリ）、東アフリカの極
ごく

乾燥
かんそう

時代が始まって前述しました東アフリカの化石類人猿は絶滅し、1300 万年前には類人猿か

どうかとの異論もあるオタヴィピテクス以外はいなくなってしまいました。 

アフリカの類人猿化石の記録は、この後 300 万年以上の空白となり、次に化石類人猿が発

見されるのは 1000万年前でした。このアフリカに砂漠化するほどの乾燥をもたらした 1400

万年前の全世界的な気候変動は、ヨーロッパにいくらかの影響を与えたものの、東南アジア

などユーラシアの熱帯、亜熱帯地域にはそれほどの影響は与えませんでした。 

この時期、ヨーロッパではドリオピテクスが現れ、東南アジアにはコラトピテクスが出現し

ました。1200 万年前にはインドとヨーロッパにシヴァピテクスが出現し、同時期にヨーロ

ッパにピエロラピテクスが現れました。また、アジアでは 1000 万年前にルーフォンピテク

スが現れ、更新世の 200 万年前まで長い生存期間を誇りました。シヴァピテクスは、オラ

ンウータンの祖先と目される大型類人猿で、アフリカの化石類人猿がまったく消え失せた

時代に、ヨーロッパからアジアにかけてオランウータンによく似た新しい類人猿が出現し

ました。 

このように類人猿の 2000 万年史を概観しますと、中新世中期の 1500 万年前までは霊長類

の種数は、類人猿（ヒト上科）が 9 割を占めていました。それは、アフリカでは長い空白期

がありますが、東南アジアでは現在なお、世界でもっとも複雑な構造を持つ熱帯雨林が残っ

ていて、この高木層を持つ熱帯雨林の巨大果実食の類人猿のシヴァピテクス、ドリオピテク

スの時代までは類人猿が霊長類の多数派を占めていたのです。 

◇類人猿の衰退、オナガザル科の繁栄（1300 万年前～600 万年前）  

ところが、1000 万年前以降オナガザル科がしだいに優位になり、600 万年前には類人猿は

種数では霊長類の 2 割となり、現代では 8％（真猿類 315 種のうち類人猿 25 種）にまで落

ち込んでしまいました。寒冷化し、気候の激変する環境に、ニホンザルを含むオナガザルた

ちのように類人猿は適応できなかったようです。 

このように類人猿が劣勢になったのは、環境の激変だけではなく、オナガザル科（旧世界ザ

ル）のマカク類との争いに敗れたからだとも考えられています。類人猿の祖先は、前に述べ

ましたようにフォベアによる高い視力を獲得し、さらに三色色覚を進化させて若葉を食料

に取り入れたと述べました。 

ところが、マカク類は全く別の戦略を進化させました。タンニンを分解する能力を得たので
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す。タンニンは果実などに含まれる渋み成分です。熟する前の果実に多く含まれています。

私たちを含めて類人猿にはタンニンを分解する能力がありません。そのため、熟していない

果実を食べることはできません。 

ところが、マカク類はタンニンを分解する特別の酵素を進化させたり、分解能力のある微生

物を腸内細菌として共生させたりして、タンニンを含む果実を平気で食べるようになりま

した。熟するのをむなしく待っている類人猿の前で、マカクは青いままの果実を片っ端から

食べることができたのです。餌の獲得競争でこれでは勝負になりません。 

また、生殖戦略でも差が出ました。マカク類やヒヒ類が 1、2 年おきに（栄養条件がよけれ

ば毎年）出産するのに対し、類人猿は出産間隔が 4 年以上あり、マカク類のサルたちが 3、

4 年で初産を迎えるのに対し、類人猿は 10 歳をこえないと最初の子どもを産みません。こ

れは個体数を増やすうえで大きな差になりました。環境の劣化によって個体数が激減した

とき、類人猿は回復力の速いオナガザル科に、数の上でどんどん劣っていくことになりまし

た。 

こうしてオナガザル科から最も新しく分化したマカク類は、およそ 1000 万年前以降から世

界中にひろがり、もっとも繁栄するサルとなりました。その多様さ、生息範囲の広さは類人

猿をはるかにしのいでいました。最も北に分布するニホンザルもその一つでした。 

◇地中海地域での激変する環境 

1000 万年前に至って地球規模の寒冷化気候はもちなおし、アフリカ類人猿は 1000 万年前

から 900 万年前に一時的に繁栄し、ナカリピテクス、チョローラピテクス、サンブルピテ

クスを輩出する時代を迎え、これがアフリカ類人猿第 2 世代となりました。 

しかし、このアフリカの類人猿第 2 世代の時代は短く、中断されることになりました。それ

は 960 万年前に西ヨーロッパでおきた植生の大転換が原因でした。全地球的な寒冷化によ

って、それまで優勢だった亜熱帯性の常緑樹から、冬の寒冷と夏の乾燥に対応した落葉樹が

地中海地域で発達するようになりました。この植生の変換はそれに頼る動物の絶滅を引き

起こすことになり、ヴァレシアン・クライシスといわれています。このヴァレシアン・クラ

イシスによって、ヨーロッパで成功していた類人猿ドリオピテクス、ヒスパノピテクスが絶

滅しました。トルコのアンカラピテクス、コラトピテクスも絶滅しました。落葉樹の植生で

は果実が実る時期が短く、果実食の類人猿は乗り切れなったのです。 

 アフリカでは、この気候変動の影響はきわめて重大で、900 万年前からはアフリカでの類

人猿の記録が途絶し、温暖化の始まる 600 万年前になってようやく、アフリカ類人猿が復

活しました。それは人類の祖先と密接に関係を持つと思われる中新世（2300～500 万年前）

末のアフリカ類人猿のグループであり、鮮新世（500～260 万年前）につながる類人猿の第

3 世代でした。 

◇700 万年前から 400 万年前のアフリカの類人猿第 3 世代 

 前述しましたように、900 万年前にはアフリカの類人猿の記録は途絶しましたが、アジア

に類人猿が存続し続けていましたので、アジアがアフリカ類人猿の起源地となったのでし
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ょう。ヨーロッパからユーラシアに広がっていたオウラノピテクスやアジアのシヴァピテ

クス、ギガントピテクスなどの中から乾燥気候に強いタイプの生活様式を持つ類人猿が生

まれたと考えられます。ヴァレシアン・クライシス以降、気温は長い目で見ると一方的に下

がっていきましたが、気候変動にある程度まで耐えることのできる現生アフリカ類人猿タ

イプの類人猿がユーラシアのどこかで生まれたと想定できます。 

中新世後期から鮮新世はじめの 700 万年前から 400 万年前までのアフリカの類人猿の第 3

世代として、サヘラントロプスやオローリンからアルディピテクス、そして初期アウストラ

ロピテクスまでの人類につながる重要な化石の類人猿とさらに現生のゴリラとチンパンジ

ーが現れました（まだ、未発見の化石の類人猿はいるかもしれません）。 

◇類人猿の社会 

ヨーロッパの類人猿はすべて消滅してしまい、現世の類人猿はアフリカにゴリラとチンパ

ンジー（ピグミーチンパンジーを含む）、アジアにテナガザルとオランウータンがいるだけ

になりました。 

いずれにしても、2000 万～1000 万年前には多種多様な類人猿がいたことは前述しました

ように化石の発見でわかっています。しかし、それ以後の時期（1000 万年前から以降）の

類人猿化石の発見は驚くほど少なく、これが類人猿の段階から人類の段階への進化を具体

的に考えるのを困難にさせています。 

テナガザルは遺伝子分析によりますと、ヒトに至る共通の祖先から 1800 万年前に分かれた

といわれています。現生のテナガザル類は、インドネシアおよびボルネオを含む東南アジア

の熱帯雨林に生息しているだけです。 

以下同じく遺伝子分析によりますと、私たちの共通の祖先からオランウータンが分岐した

のは、およそ 1400 万年前でした。オランウータンは現在、スマトラ島とボルネオ島にしか

すんでいません。 

私たちの共通祖先からゴリラが分岐したのは、800 万年前です。現生のゴリラはアフリカ大

陸の赤道直下の樹林に生息しています。 

私たちの共通祖先から、700 万年前から 500 万年前の間に、アフリカのどこかで、私たち人

類とチンパンジーは分かれました。ということは、生物誕生以来、40 億年の間、人類とチ

ンパンジーは同じ道をたどり、今から 700～500 万年前のどこかで、別れを告げて、それか

らの 700～500 万年間に、人類は現在の人類社会を築き、チンパンジーはアフリカのジャン

グルでチンパンジー社会を営んでいるということになります。 

人類の共通祖先と別れたチンパンジーは、その後、300 万～200 万年前にボノボ（ピグミー

チンパンジーともいいます）が分岐しました。種が二つに分かれるためには、通常、二つの

集団の間に、最初に地理的隔離などが存在しなければなりませんが、現在では、ボノボの生

息域はコンゴ川の大湾曲部より南で、チンパンジーはすべてコンゴ川の北側にいるので、大

コンゴ川が遺伝子の交流を妨げる障壁となり、チンパンジーとボノボという 2 種が分岐し

たのではないかと考えられています。長期間、地理的分離によって、チンパンジーとボノボ
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はまったく別の種になってしまいました。ボノボはピグミーチンパンジーとも呼ばれます

が、普通のチンパンジー（ナミチンパンジーといいます）の約 85％で（体重比）、ボノボの

群れはナミチンパンジーの群れよりも大きく、70～150 頭です。 

◇人類の祖先（チンパンジーとヒトの共通の祖先）

以上が現生の類人猿の社会のプロフィルでありますが、700～500 万年前のヒトとチンパン

ジーが分かれる前の共通の祖先のプロフィルはどのようなものであったでしょうか。イギ

リスの生物学者のリチャード・ドーキンス（1941 年～）は『祖先の物語』（2004 年）で、

チンパンジーとヒトの共通の祖先について、現代のチンパンジーと現代の人間とのどちら

により似ていたのだろうかの問いに対して、共通祖先はチンパンジーの方に似ていたと答

えています。 

この共通の祖先から人類に至る系列の方が、チンパンジーに至る系列よりも多くの進化的

変化を起こしたと考えられるからです（それはこれから述べることですが）。つまり、チン

パンジーは 700 万～500 万年前とあまり変わっていないでしょうが（進化はしていますが、

ヒトほどではないでしょう）、ヒトはこれから述べますように大いに変身（進化）すること

になります。逆に言いますと、私たちの人類の祖先も 700 万～500 万年前は、たぶん、チン

パンジーに近かったと想像できます。 

また、チンパンジーとボノボを分岐させたのは、長期間の地理的分離でしたが、ヒトとチン

パンジーとを分岐させたのは何だったのでしょうか。それは第 8 章の人類の誕生で述べま

す。 

https://www.21nssr.org/

